
会 議 録 

会議名 第１５回日野市地域公共交通会議 

日時 平成２４年６月２８日（木）１０：００から１１：００まで 

会場 日野市役所本庁舎５０４会議室 

出席者 

委員 別紙のとおり 

事務局 
都市計画課 香川課長、浅川課長補佐、大野係長、 

谷口主事、前田主事 

議題 

議事 

（1）これまでのおさらい（報告事項） 

（2）平成２３年度予算について（協議事項） 

（3）平成２３年度事後評価について（報告事項） 

（4）平成２４年度事業について（協議事項） 

 

 

公開・非公開の別 公開 

傍聴人の数 ０名 

   

１．開会 

 

２．あいさつ（谷井会長） 

     

  事務局より報告 

委員の変更の報告 

 東京都南多摩西部建設事務所 管理課長 渡辺 俊夫 様（着任）  

首都大学東京都市環境学部 教授    清水 哲夫 様（紹介） 

国土交通省関東運輸局東京運輸支局   遠藤 恭弘 様（着任･欠席） 

 

３．議事 

（１）これまでのおさらい（報告事項） 

事務局（都市計画課 大野係長）から説明（資料－１） 

 

＜意見、質問等＞ 

生沼副会長 

  ミニバス路線再編については、効果があったとの報告があったが、 

  当時、苦情もあったと報告されていた。現在はどうか。 

   ⇒再編に際して分割した路線について、現在でも市役所、市立病院行きの 

    復活の要望はある。しかし、再編は連携計画に基づくものであるため、 

    その旨を説明させていただき、ご理解をいただきたいとお話しさせて 

いただいている。（事務局回答） 

 



   藤田委員 

藤田委員の知人に車イスを利用している方がいるが、その方がミニバス三沢台 

路線を利用した際に、京王電鉄バス㈱の乗務員の佐川氏に非常に親切に対応 

いただいたとのことであった。その佐川乗務員は、車イス利用者だけではなく、 

ベビーカー利用者や高齢者などにも親切であったとのことである。良い報告と 

して当会議にて発言させていただき、バス事業者としてもより良い利用環境を 

創出するよう努力いただきたい。 

 

   窪田委員 

    お褒めの言葉に感謝します。佐川乗務員は、社としても優秀な乗務員として 

    認識している。全体が佐川乗務員のようになるよう努力していく。 

 

（２）平成２３年度予算について（協議事項） 

   １）平成２３年度補正予算（案） 

   ２）平成２３年度決算（案） 

事務局（都市計画課 香川課長）から説明（資料－２、３） 

    

   平成２３年度収入支出決算に伴う監査報告 

    中澤出納監査委員より報告 

   

＜意見、質問等＞ 

    特になし 

 

＜議決＞ 

 谷井会長 

・平成２３年度予算について異議ないか。 

《拍手をもって承認》 

・平成２３年度予算について承認した。 

 

 （３）平成２３年度事後評価について（報告事項） 

     事務局（都市計画課 大野係長）から説明（資料－４） 

 

  ＜意見、質問等＞ 

    特になし 

 

 （４）平成２４年度事業について（協議事項） 

     事務局（都市計画課 大野係長）から説明（資料－５） 

 

 

 



  ＜意見、質問等＞ 

   藤田委員 

    バス停配置の見直しとあったが、安全性や快適性、また、関係機関とどのような 

調整をするかも含めて検討していただきたい。利用状況も勘案して優先順位を 

定めたらどうか。バス停の使い勝手についても、意見等があるはずである。 

     ⇒過去のご要望等も再確認し、バス停の快適性の向上についても検討して 

いきたい。（事務局回答） 

 

   窪田委員 

    交通不便地域の改善だが、新規路線の開設という手法もあるが、既存路線の 

バス停増設など、簡易に解消できる手法もある。また、回送区間の営業化なども 

含めて市と検討していきたいと考えている。 

    バス停配置については、現代の高齢化社会を迎えて、社としても 200ｍピッチ 

    での設置が望ましいと考えている。 

 

   谷井会長 

    事業者からそのような意見をいただけると非常にありがたい。 

 

   大坪委員 

    バス停を増設することにより、ダイヤへの影響はないか。 

 

   窪田委員 

    ダイヤに影響があった場合はダイヤ改正などの調整を検討する。むしろ、ダイヤ 

に影響が発生するほどであれば、バス停増設したことが良い結果であったと考え 

られる。 

 

＜議決＞ 

 谷井会長 

・平成２４年度事業について異議ないか。 

《異議なしの声》 

・平成２４年度事業について承認した。 

  

   谷井会長 

    全体をとおしてご意見・ご質問はないか。 

 

   清水委員 

    今年度の予算に国庫補助はないのか。事業費の予算措置がない場合の運営は 

どのようにするのか。 

   ⇒国庫補助はなく、予算措置は会議の運営ができる程度である。 

事業の実施にあたっては、事業者様からの協力をいただきながら、工夫をし 



 

て実施していく。 

    

清水委員 

 補助の新制度なども検討していくということでよいか。 

  ⇒国庫補助である確保維持改善事業費補助の活用を検討しつつ、他のメニュー 

   も検討していきたい。 

 

谷井会長 

 予算の無いなかで、事業者様に協力をいただきながら、工夫をして事業展開 

 していく。皆様の更なるご協力をいただきたい。 

 

（事務局） 

今後としては、承認いただいた平成２４年度事業計画について、調査･検討を 

進める。 

また、必要に応じて各分科会を開催するため、委員の方にはご協力をお願い 

したい。 

 

５．閉会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


